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研究成果の概要（和文）：パプアニューギニアのマダン州で話されるニューギニア系言語とオーストロネシア系言語，
さらにクレオールのトクピシンを調査対象として，記述文法をもとにした文献調査と，現地で聞き取りを実施するフィ
ールドワークの調査両方を実施した．調査の結果，アメレ語では，1980年代に出版された記述文法書の記録とは異なる
用法が観察された．時制形が衰退しており，現在であっても過去であってもひとつの形式しか使用しないことが判明し
た．ベル語では，時間表現に関してトクピシンの語彙が観察されるとともに，アメレ語とも共通部分が存在することが
判明し，50年以上前の宣教師が書いたベル語の文法書とは，大きく異なっていることが判明した．

研究成果の概要（英文）：This study investigated the languages spoken in Madang Province, Papua New Guinea.
 Their languages are mainly classified in Trans-New Guinea language group (such as Amele, Kobon, Siroi, Wa
skia, etc.) and Austronesian language group (such as Bel, Manam, Takia, etc.), and in addition, an English
-base creole, Tok Pisin. This study was a combination of examining the descriptive grammars and the fieldw
ork, and the following points are found. Amele, one of Trans New Guinea language, it has more simplified t
ense forms, compared with the descriptive grammar published in 1987. In contrast, Bel, one of Austronesian
 languages, it has more complicated (quasi-)tense forms and Bel borrowed many temporal words from those of
 Tok Pisin. They are also different from the description of the missionary more than 50 years ago.
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１．研究開始当初の背景 

 

(1) パプアニューギニアのマダン州には現
地語が 200 弱あり，それらの多くが未記述で
あったり，その文法記述が 20 年以上昔のも
のであったりする．それらの言語は大きく分
類すると 2 種類あり，ニューギニア系とオー
ストロネシア系に分類される．それらの言語
は，時制形をほとんど有さない言語と複雑な
時制系システムを持つ言語の両方が存在す
る． 

 

(2) 研究代表者は 2005 年よりパプアニュー
ギニアを訪問し，とりわけニューギニア系の
現地語であるアメレ語のフィールド調査を
実施してきた．その際，隣接のベル語やシロ
イ語，タキア語やワスキア語の話者と接触す
る機会があった．そのため，なるべく多くの
言語のデータを通して，マダン州地域の言語
の，特に時制と時間表現を記述，考察するこ
とを試みた．加えて，パプアニューギニアの
公用語のひとつであるトクピシンも調査対
象に入れることにした． 

 

２．研究の目的 

 

(1) 本研究では，パプアニューギニアのマダ
ン州で話される言語（ニューギニア系，オー
ストロネシア系，クレオールであるトクピシ
ン）を 10 言語選択し，それらの時制表現と
時間表現を調査する．動詞が関与する時制と，
名詞・副詞等が関与する時間表現の文法に注
目する．最後に，各言語が「時間を文法的に
どのように捉えているか」を探ることである． 

 

(2) 「時制」という文法現象に注目し，時制
表現が豊富なニューギニア系の言語の調査
を実施し，その種類と機能を明らかにする．
同時に，アスペクトが豊かで，時制の形式が
貧弱なオーストロネシア系，トクピシンのデ
ータを検証し，時制の機能を欠く理由を機能
的な点から説明を加える．加えて，「朝に」，
「月曜日に」，「1 週間前から」等の文法形式
が関与する時間表現，または語彙形式に関し，
30 余りの表現を包括的に調査する．それらが
空間的な意味を持つ用法から来るものなの
か，純粋に時間的な用法なのか，それとも語
彙的な用法，借用なのかを整理し，データベ
ースを作成する．言語の文法において，時間
がどのように文法の中に取り込まれている
かを明らかにする． 

 

３．研究の方法 

 
(1)   
すでに出版されている言語の記述文法書

(Kobon; Davies 1989, Manam; Lichtenberk 
1983, Tauya; MacDonald 1990, Usan; Reesink 
1987, Amele; Roberts 1987, Waskia; Ross 

1978)を参照し，時制と 30項目の時間表現（15
時に・朝から，夜明けまで等）を調査し，デ
ータベースを作成する．なお，調査言語にお
いて「新約聖書」が入手可能な言語について
は，新約聖書のデータを利用する． 
 
(2) 
記述はなされているが文法記述が十分で

ない言語（トクピシン，タキア語，ベル語等）
について，パプアニューギニアにてフィール
ド調査を実施する．あらかじめ，「質問票」
を作成し，それに対して現地語話者にインタ
ビューする形式で行う．最終的に，調査結果
を総括し，文法における時間の取り扱いに関
するデータベースを完成させる．そのデータ
ベースを使用し，マダン州にある言語の共通
の特徴や珍しい特徴を抽出し，それらに対し
て説明を加える．  
 
４．研究成果 
 
(1)  
パプアニューギニアのマダン州で話され

る言語における時制形と時間表現に関して，
記述文法を使用した文献調査と，現地で聞き
取りを実施したフィールド調査の両方を実
施した．その結果，時制形では，形式が複雑
化に向かう方向と簡素化に向かう方向を発
見し，時間表現では西洋基盤の時間表現で，
英語語彙がトクピシンを経由して入ってい
ることが判明した． 
 
(2) 
まず，ニューギニア系言語の成果であるが，

アメレ語を中心に，コボン語，ワスキア語，
シロイ語のデータを得た．これらの言語には，
今日の過去形，昨日の過去形，それ以前の離
れた過去形のように，形式的に豊富な時制形
が存在することが判明した．「朝」「明日」な
どの時間表現についても，何らかの表現を持
つ一方で，「12 時に」「火曜日」などの西洋文
化基盤の時間語彙は英語語彙を借用するこ
とがわかった．ただし，伝統的な時間語彙の
一部はオーストロネシア系言語から借用し
たと思われる例を発見した． 
 
(3) 
次に，オーストロネシア系言語の成果であ

るが，アメレ語に隣接するベル語の調査を現
地で実施することができた．加えて，タキア
語，マナム語のデータを文献から参照した．
これらの言語は，動詞に付加する時制形は存
在しないのが基本だが，ベル語においては形
式手には時制形ではないと考えられるが，時
制形に近い形式を持つことが判明した．こち
らの言語でも，西洋文化基盤の時間語彙を英
語語彙で借用することを確認した． 
 
(4) 
パプアニューギニアのマダン州では，公用



語のひとつであるクレオール言語のトクピ
シンが事実上の共通言語になっている．トク
ピシンは英語ベースのクレオール言語で，そ
れらの語彙の多くが英語由来である．これら
の英語由来の時間語彙が，ニューギニア系言
語とオーストロネシア系言語の両方に借用
されていることが判明した．つまり，英語の
時間語彙がパプアニューギニアの共通言語
であるトクピシンを介在して，現地語に浸透
したわけである．トクピシンの時制形，時間
表現についても調査した結果，過去と未来の
時制形を持ち，前置詞を使用する多様な時間
表現を持つことが判明した．ただし，本研究
ではアスペクトに関する詳細な調査は実施
していない． 
 
(5) 
全体的なまとめとして，時制形については，

記述文法ではとりわけ過去形の用法が，今日
の過去，昨日の過去，離れた過去と豊富な形
態的過去時制を有していると記されていた．
しかし，調査の結果，時制形が衰退しており，
現在であっても過去であってもひとつの形
式しか使用しないことが判明した．この衰退
に関しては，方言的相違なのか，言語変化に
よるものかを今後も慎重に観察する必要が
ある． 
 
(6) 
時間表現については，伝統的な生活に根差

す伝統的時間語彙と西洋文化基盤の現代時
間語彙に二分できる．伝統的な時間語彙につ
いては，各言語で発達させたものが多い一方
で，オーストロネシア系言語の表現が，ニュ
ーギニア系言語に借用されたものもある．
「時間」の概念自体，ニューギニア系言語に
は希薄のものだったようで，記述文法でも
「時間」という語が見当たらない言語もあっ
た．アメレ語のように，接触に基づく文法化
の結果，「時間」の意味を持つ形式”sain”
が，時の接続詞として使用される例があった．
しかし，他のニューギニア系言語では，この
ような例は観察されなかった． 
 
(7) 
最後に，時制形は，以前は複雑だったもの

が，その複雑性を喪失し，簡素化している過
程であることが観察された．時間語彙につい
ては，西洋文化に基づく時間語彙はトクピシ
ンを媒介にして，英語語彙を使用することが
判明した．伝統的な時間語彙についても，ニ
ューギニアの伝統社会を反映するような時
間体系が存在するというようなデータは得
られなかった．本研究では，アスペクトに関
しては調査していないので，時制と合わせて
アスペクトの振る舞いを今後の課題とする．
また 2010 年以降のマダン州の治安悪化のた
め，予定していたフィールド調査が十分にで
きなかった． 
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